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四月な かばの 土曜日の 宵で ある。 

「どうです。 あしたの お天気 は …… 」 と、 半 七 老人 は 

き 
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「ちっと 曇って いるよう です」 と、 わたし は 答えた。 

「花 どき はどう も 困ります」 と、 老人 は 眉 をよ せた。 

「それでも あなた 方 はお 花見に お出かけでしょう」 

「降りさえ しなければ 出かけようかと 思 つ ています」 

「どちら へ 」 



云う の は、 社 の 入口から 随身 門までお よそ 一 丁半、 路 

の 左右 は 松と 杉の 森で、 四 抱え も 五 抱え も あるよう な 

大木が 天 を 凌いで 生い茂って います。 その 森の 梢に は 

さギ J う かん 

たくさ んの鷺 や 鵜が 棲ん でい るが、 寒 三十日の あいだ 

は 皆ん な 何処へ か 立ち去って、 寒が 明ける と 又 帰って 

来る。 それが 年 々一日 も 違わない ので、 ここで は七不 

思議の 一 つと 云われて います。 そこで、 その 鷺ゃ鵜 は 

品 川の 海 や 多摩川の あたりまで 飛んで 行って、 いろい 

ろの 魚 を くわえて 来る が、 時には あやまって 其の 魚 

を 木の 上から 落とす ことがある。 土地の 女子供 は それ 

を 見つけて 拾って 来る。 ここら は 海の 遠い 所です が、 



おととしの 五月、 六 所 明 神の 闇 祭り を 見物に 来た 江 

戸の 二人連れ があった。 それ は 四 谷の 和泉屋 という 呉 

服屋の 息子 清 七と、 その 手代の 幾次郎 で、 この 柏屋に 

泊まった ので あるが、 祭り は 殆ど 夜明かしで 朝まで 

碌々 眠られなかった ので、 夜が 明けてから 寝床に は 

ひる 

いって 午過ぎに 起きた。 これで は 明るい うちに 江戸へ 

はいれ まいと 云う ので、 八ッ (午後 二 時) 過ぎに ここ 

を 出て、 二人 は 調 布に 泊まる ことにな つた。 いずれも 

二十 二、 三の 若い 同士で あるので、 唯の 宿屋に は 泊ま 

ら ないで、 甲州屋 という 女郎屋に はいり 込んだ。 



ここ は 友 蔵の 娘が 奉公して いる 店で、 そのお 国が 清 

あいかた 

七の 相 方に 出た。 お 浅と いう 女が 幾 次郎に 買われた。 

お 国 は そのと き 二十歳で、 この 店の 売れつ 妓 であった 

が、 見す みす 一夜 泊まりと 判って いる 江戸の 若い 客 を 

特別に 取り扱った らしく、 その 明くる 朝 は 互いに 名残 

リを 惜しんで 別れた。 

江戸に は 遊び場 所 もた くさん ある。 殊に 眼の さきに 

は、 新 宿 を も 控えて いながら、 清 七 はお 国の こと を 忘 

れ 兼ねて、 店の 方 を どう 云い 捲え たか 知らないが、 そ 

の 後 も ふた 月に 一 度ぐ らい は 甲 州屋へ 通って 〔# 「通つ 

て」 は 底本で は 「通って 匕 来た。 その 当時の 甲 州 街道で 



六ッ半 (午前 七 時) 頃から 店 を 出ました。 勿論お かみ 

さんだ け は 駕籠で、 男 共 は 歩いて 参りました。 日の 長 

い 時節 では ご ざ い ま すが 、 途中で 休み休み 参りました 

ので、 府中の 宿 へ 着きました 頃に は、 もう 薄暗くな つ 

て 居りました。 さて このお 祭りに は 初めて 参った ので 

ございま すが、 噂に 聞いた よりも 大層な 繁昌で、 土地 

馴れない 者 は まごつく 位、 それでも どうやら 签屋 とい 

う 宿屋に 泊めて 貰う ことにな りました が、 その 宿屋が 

また 大変な 混雑で、 これで は 困る と 思った のです が、 

どこの 宿屋 も 今夜 は みんな この 通り だと 聞かされて、 

まあ 我慢す る ことにな りました」 



さん も 後悔して いました が、 今 さら 帰る にも 帰られず ■ 

まあ 小さくな つて 辛抱して 居ります と、 やがて 四ッ (午 

後 十 時) 過ぎで も ございま しょうか、 唯今お 神輿のお 

通りで ございます。 灯 を 消します と 触れて 廻る 声が き 

こえた かと 思う と、 内 も 外 も 一 度に 灯 を 消して 真っ暗 

にな つ てし まいました。 

それ、 お通り だとい うので、 我れ も 我れ もと 店 さき 

へ 手探りながら 艇け 出し ましたが、 なんにも 見え ませ 

ん。 暗い なかで お神輿の 金物が からり からりと 鳴る 音 

はくちょう 

と、 それ を 担いで 行く 白 丁の 足音が しとしとと 聞 こ 

える ばかり。 お神輿 は 上の 町のお 旅所へ 送られて、 暗 



闇の なかで 配膳の 式が あるの だそう で …… 。 その あい 

だは 内 も 外 も 真っ暗で ございます。 夜な かの 八ッ (午 

前 二 時) 頃に 式 を 終ります と、 一度に ぱっと 灯 をつ け 

て、 町 じゅう は 急に 明るくな りました。 くどくど 申す 

通り、 それまで は 真の闇で、 どこに 誰が いるか、 さつ 

ぱり 判りませんで したが、 さて 明るくな つて 見る と、 

おかみ さんの 姿が 見付かりません。 若旦那 も 孫太郎 も、 

わたくし も 心配して、 混雑の なか を 抜けつ 潜りつ、 そ 

こら を 頻りに 探して 歩き ましたが、 どうして も 姿が 見 

えません。 

なにしろ 夜な かで はあり、 大変な 混雑です から、 ど 



出て 来たので すが、 どうでしょう、 なんとかなります 

めえ か。 番頭さん も ひどく 心配して いなさ るんで すが 

…：- J 

「若い者で は 無し、 いい 年 をした わたくしが 供 をして 

参りまして、 おかみ さんの 姿 を 見失った と 申して は、 

主人 は 勿論、 世間に 対しても 申し訳が ございません。 

これが お 武家なら ば、 腹で も 切らなければ ならない 処 

でございます。 親分さん。 お 察しく ださい」 

四十 男の 治 兵 衛が涙 をう かべて 頼む ので ある。 殊に 

幸 次郎の 口添え も ある 以上、 半 七 も 断 わる わけに も 行 

かなくな つた。 



も 何だか 気が 進まな か つたので，、 y /ざ いますが、 おかみ 

さんが 是非 一 度 見物した いと 申します ので、 とうとう 

思い切って 出かける 事になります と、 又ぞろ こんな 事 

が 起こりまして …… 。 やっぱり 止せば よかった と、 今 

さら 後悔して 居ります ような 訳で ございます」 

「和 泉屋の 奉公人で、 息子と 一緒に 府中へ 行った 者が 

ありまし たね」 と、 半 七 はまた 訊いた。 

「はい。 幾 次郎と 申す 者で ございます」 と、 治 兵衛は 

答えた。 「これが ちっと 道楽者で、 主人の 息子 を 調 布 

の 女郎屋へ 誘い込みました のが 間違いの もとで、 それ 

から あんな 事に なりました ので、 主人に 対しても 申し 



帰る 時に も 彼 は 何分お 願い 申します と、 幾た びか 繰り 

返して 頼んで 行った。 



四 



「親分、 どうです かね。 大抵 見当 は 付きました か」 と、 

幸 次郎は 訊いた。 

「そう 手軽に も 行かね え」 と、 半 七 は 笑った。 「去年の 

心中 一件と、 今 S の 一件と、 まるで 縁の ねえ 事 か、 そ 



「それが ね。 なんだか 取り留めのない 話の よう だけれ 

ども、 おつかさん は 一生懸命に 泣いて 騒いで いる。 と 

云う の は、 しん 吉は 先月から 甲 州 街道の 方角へ 稼ぎに 

行って 〔# 「行って」 は 底本で は 「云って 匕、 月ず えに は 

江戸へ 帰る 害のと ころが、 今月に なっても 便りがない。 

お つ かさん も 毎日 心配して いると、 おととい の晚、 お つ 

かさんが 変な 夢を見た んだ とさ」 

「どんな 夢を見た …… 」 

「おつか さんが 火鉢の まえに 坐って いると、 しん 吉が 

外から ぼんやり はいって 来て、 だまって 手 をつ いてい 

る。 おや、 お帰り かえと 声をかけても 返事 をし ない。 



その 明くる 朝、 半 七 は 八丁 堀 同心の 屋敷へ 顔 を 出し 

て、 かくかくの 次第で 四、 五日 は 江戸 を 明ける と 云う 

こと を 届けた 上で、 朝の 四ッ (午前 十 時) 頃に 府中 を 

さして 出発した。 幸 次 郎も善 八 も 一 緒に 出た。 

幸いに 強い 雨ではなかった が、 きょう もしと しと 降 

リ つづいて いる。 先度の 小金 井 行きと は 違って、 三人 

は 雨支度の 旅すが たで、 菅笠、 道中 合羽、 脚絆、 草鞋 

に 身 を 固め、 半 七 はふと ころに 十手 を 忍ばせて いた。 

道順 も 先度と は 少し 違って、 上 高 井戸から 烏 山、 金子、 

下 布 田、 上布 田、 下石 原、 上石 原、 車 返し、 染屋と 甲 

州 街道 を 真っ直ぐに たどって、 府中の 宿に 行き着いた 



の は、 七ッ半 (午後 五 時) を 過ぎる 頃であった。 

宿屋 は 先度の 柏屋 で、 三人 はこ こに 濡れ 草鞋 をぬ ぐ 

と、 顔 を 見 おぼえて いる 宿の 者 は 丁寧に 案内して 二階 

座敷へ 通した。 祭りの 済んだ 後と いい、 この 天気に 道 

中の 旅び とも 少ない とみえて、 ここの 一 一階 はがら 明き 

であった。 

ゆさんた び 

このあいだの 遊山 旅と は 違う ので、 風呂に はいって 

夕飯 を 済ませた 後に、 半 七 は 宿の 亭主 を 二階へ 呼び あ 

げて、 自分た ちの 身の上 を 明かした。 

「この 宿 に签屋 という 同 商売が あるね」 

「はい。 手前 共から 五、 六 軒 さきで ございます」 



「よし」 と、 半 七 はうな ずいた。 「野郎 ひとりに 三人が 

かり も 仰山 だが、 折角 来た もの だから、 総出と しょう。 

おれ は 此の ままで 宿屋の 貸 下駄 を はいて 行く。 野郎、 

あばれる といけ ねえから、 おめえ 達 は 支度 をして 行つ 

て くれ」 

やど 

三人 は 宿 を 出る と、 今夜 ももう 五ッ (午後 八 時) 過 

ぎで、 まばらに 暗い 町の 灯 は 雨の なかに 沈んで いた。 

この 宿に は 三、 四 軒の 女郎屋が ある。 その 一軒の 吉 

野屋 という 暖簾 を かけた 店から、 ひとりの 若い 男が 傘 

もささずに 出て 来る と、 又 あとから 其の 相 方ら しい 若 

い 女が 跣 足で 追って 来た。 



樹 のかげ に 隠れて、 二人 は 内の 様子 をう かがう と、 内 

に は 女の 忍び泣きの 声が きこえた。 毀れ かかった 雨戸 

す.？ ま 

の 隙間から 視 くと、 うす 暗い 行燈の 下に 赤裸の 女が 細 

引の ような 物に くくられて 転がされ ていた。 女 は 破れ 

畳に 白い 顔 を摺リ つけて 泣いて いるの を、 友 蔵 はお も 

しろそう に 眺めながら 茶碗 酒 を 呷って いた。 

「あの 女です よ。 さっき 酌 をして いたの は …… 。 よも 

や 幽霊 じゃああります めえ」 と、 善 八 は 小声で 云った。 

「むむ。 戸 を 叩け」 と、 半 七 は 指図した。 

「ごめんなさい。 今晩は …… 」 

善 八が 戸 をた たくと、 友 蔵 は 茶碗 を 下に 置いて、 表 



にして 清 七の 二の舞 を やられて は 困る。 その 懸念が あ 

るので 主人 も 渋って いる。 

そうして 半年ば かり 過ごす うちに、 ぉ大は 此の ごろ 

幾次郎 にむ かって、 二人が 仲 を 主人に 薄々 感付かれた 

らしい から、 いっそ 連れて 逃げて くれと 云い 出し まし 

た。 そんな 害 は 無い から、 まあ 我慢し ろと 幾次郎 がな 

だめても、 お 大は肯 かない。 しかし 幾次郎 にして みる 

と、 主人の 女房と 不義 を 働いて いるの も、 和 泉 屋の養 

子に 直って、 その 身代 を 手に入れた いからで、 もう 一 

と 息と いうと ころまで 漕ぎ 付けながら、 その 大望 を 水 

の 泡に して、 年上の 女と a け 落ちな ど をす る 気 はあり 



で 碌な 事 はし ていまいと 思って いると、 案のと おり 落 

語 家の しん 吉に 浮かれて 方方で 逢い引き をして いる。 

それでも 上手に やって いたと 見えて、 近所へ は 知られ 

なかった のです が、 これ も 女が 年上で ある だけに 熱度 

がだん だんに 高くなる。 いくら お人好し でも 亭主が あ 

る 以上、 しん 吉と 思うよう に 逢う ことが 出来ない ので、 

これ も a け 落ちの 相談、 ちょうど 和 泉屋の 女房と おな 

じ 行き方です。 

この 方 は 大抵お 判りで しょうが、 府中の 方角へ しん 

吉が 稼ぎに 廻って いる 時、 かねて 諜し 合わせて あるお 

八重 は 闇 祭 り 見物と いう ことにして、 息子 や 番頭 や 若 



い 者 を 連れて、 大 びら で 家 を 出て 行く。 そうして、 し 

ん吉の 泊まって いる 签屋へ 乗り込んで、 祭りの 暗まぎ 

れに手 を 取って 道行、 すべてが 思い通りに 運んで、 そ 

の 夜のう ちに 次の 宿の 日 野まで 落ち延びました。 し 

ひる 

ん吉は 世間の 人に 覚られ ないように、 その 曰の 午過ぎ 

に釜屋 をい つたん 出立して、 暗くな つてから 又 引つ 返 

して 来たので す。 府中から 日 野まで 一 里 二十 七 丁と い 

う 事に なって いますが、 女の 足弱 を つれて 夜道の 旅 だ 

から 涉 取らない。 八ッ (午前 二 時) 過ぎに ようよう 日 

野の 宿に 行き着いて、 寝て いる 宿屋 を 叩き起こして 泊 

まりました。 
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